














































































































































































































































































作成状況整理表

1.8 原子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却するための手順等

  【凡例】  〇：記載あり

 ×：記載なし

(〇)：本条文の資料の他箇所に記載

△：他条文の資料などに記載

まとめ資料 比較表

本文 本文 〇 〇

添付資料1.8.1 審査基準，基準規則と対処設備との対応表 添付資料1.8.1 審査基準，基準規則と対処設備との対応表 〇 〇

添付資料1.8.2 対応手段として選定した設備の電源構成図 添付資料1.8.2 対応手段として選定した設備の電源構成図 〇 〇

添付資料1.8.7 代替格納容器スプレイポンプによる原子炉格納容器下部への注水

添付資料1.8.8 電動機駆動消火ポンプ又はディーゼル駆動消火ポンプによる原子炉格納容器下部

への注水

添付資料1.8.9 海水を用いた可搬型大型送水ポンプ車による原子炉格納容器下部への注水

添付資料1.8.10 代替給水ピットを水源とした可搬型大型送水ポンプ車による原子炉格納容器下

部への注水

添付資料1.8.11 原水槽を水源とした可搬型大型送水ポンプ車による原子炉格納容器下部への注

水

添付資料1.8.12 Ｂʷ格納容器スプレイポンプ（自己冷却）による原子炉格納容器下部への注水

添付資料1.8.4 格納容器下部への初期水張り運用について 〇→× 〇→×

炉型の相違による対応手段の相違。

女川２号炉は，格納容器下部への初

期水張り運用について整理した資料

となる。ＰＷＲプラントでは運用が

異なるため，作成不要としている。

まとめ資料を作成していない。

添付資料1.8.5 全交流動力電源喪失を想定した場合における代替循環冷却系による初期水張りについて
添付資料1.8.15 全交流動力電源喪失を想定した場合における代替格納容器スプレイポンプによ

る原子炉格納容器下部への注水について
〇 〇

ＢＷＲの最新審査実績を踏まえ，新たに添付資料を作成するとともに，大飯３

／４号炉欄に女川２号炉の内容を掲載して比較することとする。

添付資料1.8.6 解釈一覧

添付資料1.8.16 解釈一覧

1.判断基準の解釈一覧

2.弁番号及び弁名称一覧

〇 〇

当該資料に整理している手順着手判断基準に係るパラメータの解釈及び操作す

る弁の名称等については，設工認及び保安規定における審査にて説明すること

としていたが、更なる説明性の向上を目的として作成する。大飯３／４号炉で

は整理していない添付資料であるため，大飯３／４号炉欄に女川２号炉の内容

を掲載して比較することとする。

添付資料1.8.3 自主対策設備仕様 〇 〇
女川２号炉を含めたＢＷＲプラントでは自主対策設備を添付資料で整理してい

ないため，大飯３／４号炉との２連比較表を作成することとする。

添付資料1.8.4 炉心損傷時における原子炉格納容器破損防止等操作について 〇 〇

添付資料1.8.5 原子炉容器及び原子炉格納容器内への注水時における原子炉格納容器内の水位及

び注水量の管理について
〇 〇

添付資料1.8.6 溶融炉心冷却における原子炉下部キャビティ注水停止操作について 〇 〇

添付資料1.8.13 原子炉格納容器下部への注水と原子炉容器への注水を同時に行う場合の対応設

備の組み合わせについて
〇 〇

添付資料1.8.14 設置許可本文，添付十（追補１）への原子炉下部キャビティ注水に係る手順の

記載方針について
〇 〇

比較表を作成していない理由

まとめ資料または比較表を新たに作成することとした理由

もしくは

記載の充実を図ることとした理由

まとめ資料の作成を不要とした理由

添付資料1.8.3 重大事故等対策の成立性

1.原子炉格納容器下部注水系(可搬型)又は原子炉格納容器代替スプレイ冷却系(可搬型)による原子炉

格納容器下部への注水

〇 〇

プラント 泊３号炉 作成状況

女川 泊

添付資料 添付資料

泊３号炉における重大事故等への対応に用いる原子炉格納容器下部注水及び原

子炉容器への注水手段等については，原子炉格納容器構造の違いによる設備構

成の相違など，重大事故等への対応設備・手段が女川2号炉とは大きく異なるた

め，ＰＷＲプラントとしての基準への適合性を網羅的に比較する観点から大飯

３／４号炉との２連比較表を作成することとする。ただし，「審査基準，基準

規則と対処設備との対応表」及び「対応手段として選定した設備の電源構成

図」については，内容が充実している女川２号炉を比較対象として構成を合わ

せるものとする。また，「重大事故等対策の成立性」資料については女川資料

も参照し，大飯３／４号炉に記載のない「作業場所」を追記する等の記載の充

実化を図る。

泊３号炉における重大事故等への対応に用いる原子炉格納容器下部注水及び原

子炉容器への注水手段等については，原子炉格納容器構造の違いによる設備構

成の相違など，重大事故等への対応設備・手段が女川２号炉とは大きく異なる

ため，女川２号炉を含めたBWRプラントでは整理していない添付資料である。

このため，大飯３／４号炉との2連比較表を作成することとする。
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